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五
月
女　

稔

第
八
十
三
号

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
九
連
休
の
方
も
多
く
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
誰
も
が
真
っ

先
に
思
う
の
が
、
元
号
が
令
和
と
な
っ
た
こ

と
で
す
。
譲
位
に
よ
る
改
元
で
、
祝
賀
ム
ー

ド
で
式
典
、
大
嘗
祭
、
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。一
方
、台
風
十
五
号
か
ら
連
続
で
襲
っ

て
き
た
自
然
災
害
が
多
か
っ
た
こ
と
も
記
憶

に
新
し
い
出
来
事
で
す
。
特
に
台
風
十
九
号

で
の
役
所
の
不
手
際
に
つ
い
て
は
、
反
省
を

生
か
し
て
い
く
こ
と
を
行
政
に
求
め
て
お
り

ま
す
。

　

町
会
の
行
事
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
隅
田

川
花
火
大
会
の
警
備
、飛
木
稲
荷
神
社
の
「
例

大
祭
」、
交
通
安
全
運
動
、
防
災
訓
練
、
年

末
の
「
歳
末
特
別
警
戒
」
な
ど
皆
様
の
ご
奉

仕
、
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
終
え
、
本
当
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
無
火

災
十
年
で
本
所
消
防
署
よ
り
表
彰
さ
れ
た
こ

と
は
、
大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

皆
様
の
日
ご
ろ
か
ら
の
監
視
の
目
が
光
っ
て

い
る
賜
物
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
年
は
、
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
お
よ
び
東
武

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
ソ
ラ
マ
チ
は
開
業
八

周
年
を
迎
え
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
多
く

お
見
え
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

高
野　

裕

　

例
年
七
月
の
最
終
土
曜
日
開
催
さ
れ
ま
す

隅
田
川
花
火
大
会
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
と
重
な
る
た
め
、
七
月
十
一
日
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

飛
木
稲
荷
神
社
の
「
例
大
祭
」
は
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
終
了
し
た
直
後
の
九

月
十
一
日
（
金
）
〜
九
月
十
三
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
、「
町
会
神
輿
町
内
渡
御
」
等
の
行

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
に
は
、

皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

東
武
鉄
道
の
高
架
化
工
事
が
進
み
、
東
武

線
隅
田
川
橋
梁
の
歩
道
橋
の
新
設
、
隅
田
公

園
の
改
装
な
ど
町
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、

下
町
人
情
の
助
け
合
い
の
心
は
失
わ
ず
に
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
会
員
の
皆
様
の

一
層
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
し
て
、

【

地

域

安

全

部

長

】

【

防

火

防

災

部

長

】

小
杉　

誠
一

賀詞交歓会参加者の方々

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
の
地
域
安
全
運
動
の
活
動
と
し
ま
し

て
は
十
月
十
一
〜
二
十
日
ま
で
の
期
間
に

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
、
年
末
は

十
二
月
二
十
七
〜
二
十
九
日
に
３
部
合
同

に
よ
る
歳
末
特
別
警
戒
を
行
い
ま
し
た
。
町

会
会
員
及
び
役
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
、
ご

協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
先
日
テ
レ
ビ
で

も
、
東
京
に
お
い
て
の
交
通
の
便
が
良
く
、

安
く
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル
や
宿
が
あ
る
と
こ

ろ
と
い
う
こ
と
で
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
Ａ
（
浅
草
橋
）、

Ｏ
（
押
上
）、
Ｎ
（
日
本
橋
）
デ
ル
タ
地
帯

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
を
ふ
ま
え
た
上
で
も
押
上
に
も

ま
す
ま
す
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
安
全
運
動

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
安
の
悪
化
や
犯

罪
な
ど
の
抑
止
力
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
い
っ
そ
う
の
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【

総

務

部

長

】

大
橋　

祥
子
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寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

暖
冬
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
朝
晩
の
冷
え

込
み
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
寒
暖
差

で
体
調
を
く
ず
さ
な
い
様
気
を
つ
け
て
、
お

過
ご
し
下
さ
い
。

　

総
務
か
ら
、特
に
地
区
部
長
様
に
は
回
覧
、

資
料
の
配
布
等
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
変
わ
り
、
関
東

に
も
、
大
型
台
風
が
上
陸
し
、
甚
大
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
墨
田
区
で
は
、
事
前
に
予

測
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
避
難
場

所
の
開
設
等
不
備
が
あ
り
、
多
く
の
方
が
不

安
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
は
台
風

が
多
く
上
陸
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
し

で
も
不
安
が
解
消
さ
れ
る
様
願
い
た
い
で

す
。　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
押
上
の
街
も
今

ま
で
以
上
に
、
観
光
客
も
増
え
活
気
づ

き
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
が
、
防
犯
に

つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

年
末
に
は
特
別
警
戒
で
町
内
巡
回
、

厳
冬
の
中
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
感

謝
で
す
。

　

十
二
月
二
十
二
日
（
日
）
町
会
会
館

大
掃
除
お
疲
れ
様
で
し
た
。（
十
六
名

参
加
）

　

本
年
一
月
十
一
日
（
土
）
町
会
賀
詞

交
歓
会
が
行
わ
れ
、
十
名
と
少
数
で
し

た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
会
で
し

た
。
次
回
は
多
数
の
参
加
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
会
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

十
月
十
三
日
（
日
）
押
上
一
丁
目
町
会
と

の
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来

な
ら
今
年
は
北
部
連
合
町
会
の
防
災
訓
練
で

し
た
が
、
隅
田
公
園
の
自
由
広
場
が
工
事
で

使
え
ず
昨
年
同
様
の
防
災
訓
練
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
本
所
防
災
館
に
行
く
予
定
で
し
た

が
台
風
十
九
号
の
影
響
で
防
災
館
が
臨
時
休

館
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
町
会
の
話
し
合
い
で
押
上
一
丁
目
町
会

の
会
館
に
集
合
し
、
避
難
訓
練
を
や
っ
た
と

い
う
事
で
早
々
に
終
了
し
ま
し
た
。
当
初
は

区
役
所
の
防
災
課
長
と
本
所
消
防
署
の
署
員

も
参
加
の
予
定
で
し
た
が
、
台
風
の
翌
朝
と

い
う
事
で
不
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
直
撃
と
い
う
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
り
予
定
通
り
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
会
運
営
を
楽
し
く
や
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本　

容
子

【

婦

人

会

】

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
と
し
て
初
め
て
の
お
正
月
は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
婦
人
会
で
は
、
一
月
十
五
日
に
恒
例

の
新
年
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。　

場
所

は
浅
草
四
丁
目
に
あ
る
汰た

べ
る
な

鐘
奈
と
い
う
イ

タ
リ
ア
風
居
酒
屋
で
す
。

　

し
ら
す
の
ピ
ザ
、
牡
蠣
の
グ
ラ
タ
ン
、
マ 防災訓練参加者の方々
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横
井　

正
男

二
二
、
水
戸
街
道
（
一
）

　

こ
の
後
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
言

問
橋
が
完
成
し
、
国
道
六
号
は
起
点
の
日
本

橋
と
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
言
問
橋
が
出
来

た
た
め
に
そ
れ
ま
で
隅
田
川
の
三
囲
神
社
前

か
ら
竹
屋
（
台
東
区
浅
草
七
）
間
を
運
行
し

　
墨
田
区
内
に
あ
る
一
級
国
道
は
国
道
六

号
と
一
四
号
の
二
本
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ「
水

戸
街
道
」「
京
葉
道
路
」
の
名
前
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
の
名
称
が
残

る
「
水
戸
街
道
」
で
す
が
、
関
東
大
震
災

（
一
九
二
三
年
）
後
の
復
興
ま
で
は
墨
田
の

地
に
水
戸
街
道
は
あ
り
ま
せ
ん
し
た
。
今

回
は
水
戸
街
道
の
変
遷
を
紹
介
し
ま
す
。

　

国
道
六
号
は
起
点
が
中
央
区
の
日
本
橋

で
、
水
戸
市
・
い
わ
き
市
を
経
由
し
て
宮

城
県
仙
台
市
が
終
点
の
一
級
国
道
で
す
。

こ
の
国
道
六
号
の
う
ち
、「
水
戸
街
道
」
の

名
称
は
、
言
問
橋
東
詰
交
差
点
（
墨
田
区

向
島
一
丁
目
）
を
起
点
と
し
て
水
戸
市
ま

で
の
間
を
言
い
ま
す
。

　

旧
水
戸
街
道
は
古
く
、
日
光
街
道
の
千

住
宿
（
足
立
区
千
住
）
を
起
点
と
し
た
、

江
戸
時
代
に
定
め
ら
れ
た
五
街
道
（
東
海

道
・
中
山
道
・
日
光
街
道
・
奥
州
街
道
）

に
準
ず
る
脇
街
道
で
し
た
。

　

現
在
も
、
北
千
住
の
街
中
を
通
る
旧
日

光
街
道
北
端
に
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く「
千

住
の
名
倉
」
で
有
名
な
名
倉
医
院
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
手
前
の
交
差
点
（
千
住
五
―

二
四
）
が
旧
水
戸
街
道
の
起
点
だ
っ
た
の

で
す
。現
在
は
、そ
の
地
点
に
石
造
り
の「
道

標
（
写
真
１
）」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
号
に
続
く

　

水
戸
方
面
へ
は
、
こ
こ
で
北
上
す
る
日

光
街
道
と
別
れ
て
東
に
向
か
い
ま
す
。
次

に
示
す
図
１
は
国
土
地
理
院
の
地
図
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
旧
水
戸
街
道
を

太
い
点
線
で
、
旧
日
光
街
道
を
細
い
点
線

で
示
し
ま
し
た
。

　

旧
水
戸
街
道
は
北
千
住
を
出
る
と
最
初

の
橋
が
綾
瀬
川
に
架
か
る「
水
戸
橋
」で
す
。

現
在
、
大
正
時
代
に
開
削
さ
れ
た
荒
川
に

よ
り
、
道
は
分
断
さ
れ
て
繋
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
余
談
で
す
が
旧
東
海
道
で
は
、
日

本
橋
を
出
て
京
（
京
都
）
に
向
か
う
最
初

の
橋
の
名
前
が「
京
橋
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、

何
れ
も
目
的
地
（
終
点
）
の
名
称
を
橋
に

命
名
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

旧
水
戸
街
道
は
水
戸
橋
を
渡
り
亀
有
村

（
葛
飾
区
亀
有
）
を
経
て
中
川
（
渡
し
）
を

渡
る
と
、
最
初
の
宿
場
が
「
新

に
い
じ
ゅ
く宿」（
葛
飾

区
新
宿
）
で
す
。
こ
の
先
の
金
町
手
前
で

現
在
の
水
戸
街
道
（
国
道
六
号
）
と
合
流

し
ま
す
。
亀
有
村
で
は
曳
舟
川
と
交
差
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
江
戸
市
中
か
ら
水

戸
方
面
に
向
か
う
旅
人
は
千
住
宿
を
経
由

す
る
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
浅
草
か
ら
大
川

橋
（
現
在
の
吾
妻
橋
）
を
渡
り
小
梅
（
向

　

今
年
は
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
。
期
待
も
大
き
い
が
当
然
、
観
光
客
も

東
京
に
溢
れ
る
だ
ろ
う
が
、
今
で
も
か
な
り

の
海
外
観
光
客
が
こ
の
周
辺
に
来
て
い
る
。

　

驚
く
の
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い

た
建
物
が
民
泊
用
に
使
わ
れ
て
い
る
事
で
、

業
平
四
丁
目
や
五
丁
目
は
規
模
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
、
民
泊
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
て
い

る
状
況
で
、
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ

た
観
光
客
が
朝
か
ら
夜
ま
で
歩
い
て
い
る
。

　

夜
九
時
過
ぎ
る
と
小
さ
な
ス
ー
パ
ー
に
日

本
語
の
通
じ
な
い
外
国
人
観
光
客
が
次
々
に

入
っ
て
く
る
の
は
、
買
い
物
が
出
来
る
店
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
探
せ
る
か
ら
で
、

地
域
の
商
売
に
効
果
の
あ
る
買
い
物
な
ら
ま

だ
救
い
が
あ
る
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
期
待
出

来
な
い
。
元
々
、
観
光
地
で
あ
れ
ば
、
し
た

た
か
に
変
革
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
環
境

の
変
化
に
対
応
出
来
な
い
住
民
の
不
安
が
一

番
の
心
配
事
な
の
で
あ
る
。
多
少
で
も
希
望

の
持
て
る
年
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

押上一丁目仲町会のホームページ : http://www.oshinaka.com

旧
水
戸
街
道
の
起
点
の
道
標
「
東
へ
旧
水
戸
佐
倉

道
・
北
へ
旧
日
光
道
中
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

俳
句
（
寄
稿
）

『
俳
句
』
を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

一　

八
百
屋
古コ

り
奥
の
柱
の
初
暦

老
夫
婦
の
経
営
す
る
お
店

二　

ワ
イ
ン
飲
む
喉
の
動
き
も
成
人
の
日

孫
娘
の
飲
み
っ
振
り
の
良
さ
に
驚
く

三　

玄
関
に
書
初
め
の
文
字
あ
り
が
と
う

玄
関
に
飾
ら
れ
た
書
初
う
れ
し
か
っ
た

四　

豪
農
の
茅カ
ヤ

葺
き
屋
根
や
初
御ミ

空

柏
駅
近
く
の
重
要
文
化
財
、
旧
吉
田
家
住
宅
に
て

写真 1

グ
ロ
の
タ
ル
タ
ル
等
、
和
風
イ
タ
リ
ア
ン
な

チ
ョ
イ
ス
で
、
皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

　

婦
人
会
員
S
さ
ん
の
お
知
り
合
い
と
の
事

で
、
ご
配
慮
頂
き
、
感
謝
で
す
。

　

お
酒
も
ま
わ
り
、
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
新
年
会
恒
例
の
く
じ
で

す
。
可
愛
く
折
ら
れ
た
折
り
紙
が
配
ら
れ
、

中
に
書
か
れ
た
数
字
と
同
じ
番
号
の
景
品
を

受
け
取
り
ま
す
。
お
年
玉
が
入
っ
て
い
た
方
、

銘
菓
が
入
っ
て
い
た
方
等
、
ど
れ
も
ち
ょ
っ

と
嬉
し
い
景
品
で
す
。

そ
し
て
、
全
員
に
軍
手
。（
※
）
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※　

婦
人
会
で
は
毎
月
第
二
金
曜
日
の
朝
、

廃
品
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
等
、
ご
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

最
後
に
、
婦
人
会
員
は
現
在
、
二
十
二
名
、

一
番
若
い
会
員
も
六
十
歳
を
超
え
て
お
り
、

祭
礼
時
な
ど
に
実
働
で
き
る
人
数
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
観
光
地
化
し
た
現
在
だ
か

ら
こ
そ
、
地
元
の
交
流
は
貴
重
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

島
一
丁
目
）
か
ら
曳
舟
川
の
土
手
道
を
北
上

す
る
通
称
「
裏
（
水
戸
）
街
道
（
四
ツ
木
街

道
と
も
）」
を
通
り
亀
有
ま
で
の
コ
ー
ス
が

近
道
で
利
用
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
四
ツ
木
〜
亀

有
間
を
「
曳
舟
」
が
運
行
し
て
お
り
、
コ
ー

ス
途
中
で
の
「
曳
舟
の
遊
覧
」
も
楽
し
み
で

大
変
人
気
が
あ
り
賑
っ
て
い
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に

発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
復
興
事
業
で
、
政

府
が
計
画
し
て
い
た
国
道
放
射
六
号
線
工
事

に
併
せ
て
言
問
橋
の
架
橋
工
事
が
着
工
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
の
図
２
は
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
が

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
に
発
行
し
た
地

図
か
ら
本
所
区
北
部
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
国

道
六
号
が
三
つ
目
通
り
の
延
長
工
事
と
し
て

秋
葉
神
社
裏
（
向
島
四
・
五
丁
目
）
ま
で
完

了
し
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
の
水
戸
街
道

に
な
る
国
道
六
号
が
、
墨
田
区
に
初
め
て
記

さ
れ
た
地
図
で
す
。

て
い
た
「
竹
屋
の
渡
し
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
に
は
都

電
三
〇
番
線
が
「
須
田
町
」（
千
代
田
区
神
田
）

か
ら
秋
葉
神
社
裏
の
「
向
島
須
崎
町
」
停
留

所
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

婦人会参加者の方々

JR


